
入退院支援センターと連携した
多方向からのアプローチ
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活動事例報告～肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の周知・促進の工夫



出典：東京都福祉保健局疾病対策課作成 「肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業に係る医療機関向け説明会」
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申請までの流れ
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周知方法① 患者・家族向け

簡易リーフレット 紹介動画 SNS ニュースレター視聴回数 212回



周知方法② 医療者向け

・肝疾患診療連携研修会（3回/年）

・がん診療連携拠点病院主催研修会

参加者への資料配布

・院内医局エリアにポスター掲示



当院における累積登録患者数

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度6月末

1 2

20

13

東京都
9月30日規則改正

制度改正とスタッフの努力により著名な増加を認めている

虎の門病院肝疾患相談センター

■他県

■東京都



医療券（参加証）交付後の流れ
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交付後も細やかなフォローが必要



直面している課題
１）患者にとって助成方法の違いが理解しづらい

ウイルス肝炎治療医療費助成制度等の他の制度と混同しがち

２）事務職員の負担増

・制度が複雑なため、医療記録票の作成に時間がかかる

・制度を熟知しているスタッフが少ない

3）院外薬局の協力が得られない

制度が複雑なため、医療記録票の作成が困難であり、実際には応じてもらえない

４）外来化学療法の場合、時間的に急な対応が求められる

2カウントから3カウント目までの日程が短く、本人の身体的・心理的負担も大きい。

５）「肝がん・重度肝硬変」治療研究促進事業という名称に傷ついた

スタッフ側も「患者さんへ案内するのに躊躇する」



申請数の増加に向けた課題と対策
１）～3）外来医療も現物給付化が望まれる

４）申請の締め切りの緩和

（例：月末締め切り→翌月までなら遡及措置が可能など）

５）通称ネーミングの考案？

その他

自治体への要望

①申請方法の柔軟な対応

窓口申請・郵送申請・電子申請の導入を

②薬局への働きかけ

③指定医療機関の拡充



・入退院支援センターと連携し、早期より、もれなく、入院のたびに、

繰り返し、情報提供が可能となった。

・多方向からのアプローチは、外来、入院、病態にかかわらず

対象患者や家族が情報に触れる機会が増え、申請につながりやすい。

・本事業は、患者が適切なタイミングで申請し、助成を受けながら安心

して治療を継続するために、細やかなフォローが必要不可欠な制度である。

・研究事業促進のために、制度の運用について更なる検討を望む。

まとめ


